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I.野 生植物を寄主 とす る3種 個体群のジャガイモに対する受容性の比較1)
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Three species of Henosepilachna beetles feeding on wild native host plants in fields were reared 

on cultivated potato plant under laboratory conditions. The rate of increase (=number of newly 
emerged females produced by an overwintered female) of H. vigintioctomaculata reared on potato was 

about 6-fold higher than that of the individuals reared on a wild host plant, Scopolia japonica, mainly 
due to the increase of the number of eggs laid per female. The rate of increase of H. niponica reared 

on potato was about one-sixth lower than that of the individuals reared on a wild host plant, this,
due to the decrease of both the number of eggs laid per female and larval survival rate. The rate of 
increase of H. yasutomii reared on potato was about twofold higher than that of the individuals 

reared on wild host plants, blue cohosh and S. japonica, due to the increase of the number of eggs laid 

per female. There were no clear differences in the larval survival rates of H. yasutomii among food 

plants. Furthermore, the author attempted to determine whether these three wild populations of 
Henosepilachna beetles were able to switch from wild native plants to cultivated potato.

緒 言

オ オ ニ ジ ュ ウヤ ホ シ テ ン トウ 群(以 下Hv群 とす る)

は,食 性 や 外 部 形 態 に著 しい地 理 変 異 が 見 られ るの で,

食 草 転 換 を と もな う種 分 化 の研 究材 料 と して,い ろい ろ

な観 点 か ら研 究 さ れ て き た(小 山,1962; KATAKURA, 

1981;片 倉,1986; NAKAMURA, 1983な ど)。 これ ま でHv

群 の食 性 変 異 につ いて は,巌(1959),巌 ・町 田(1961),

渡 辺 ・鈴 木(1965), HINOMIZU (1976)ら が,ア ザ ミを野

生 状 態 で食 草 と して い る コ ブ オ オ ニ ジ ュ ウヤ ホ シテ ン ト

ウの ジ ャ ガ イモ に対 す る,あ る い は ジ ャ ガ イ モ を食 草 と

して い るオ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン ト ウHenosepilachna 

vigintioctomaculata(以 下Hvと す る)の ア ザ ミ に 対 す る

「寄 主 適 合 性 」(Hv群 の 食 性 研 究 の 問 題 点 を ま とめ た片

倉 ら(1977)は,選 好 性 と受 容 性 を含 め て こ の よ うに 定

義した)に っいて報告している。またHOSHIKAWA (1983)

は上記のHv群 を含む日本各地の83個 体群にっ いて,

アザ ミ,ジ ャガイモな ど11種 の食草をあたえて選好実

験:を行った。Hv群 にはHvの よ うに広くジャガイモ畑

に進出 して 「害虫化」している種 と野生植物だけで小規

模個体群を維持 している種があるが(NAKAMURA, 1983),

これ らの種の生態を比較 し,「後者がなぜジャガイモ畑

に進出して害虫化 しないのか?あ るいはこれから害虫化

する可能性がないのか?」 を考える上でも幼虫期だけで

なく成虫期も含めた寄主適合性を把握することは重要で

ある。しか し,こ れまで野外個体群の利用 している食草

とそれ以外の食草を室内条件であた えて,成 虫の生存

率,日 あたり産卵数,1雌 あた り産卵数,産 卵前期間,

産卵期間なども含めて寄主適合性 を調べた例はなかっ

た。
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長野県伊那地方にはHvが ジ ャガイモに広く分布する

とともに,野 生植物においてもHvが ハ シリドコロ(上

伊那郡高遠町)に,ヤ マ トアザ ミテン トウ(従 来 コブオ

オニジュウヤホシテ ン トウ と呼ばれていた)H. niponica 

(以下Hnと す る)が アザ ミ(下 伊那郡大鹿村)に,ル イ

ヨウマダラテントウH. yasutomii(以 下Hyと す る)が ハ

シリドコロ(伊 那市,高 遠町)と ルイヨウボタン(伊 那

市,下 伊那郡南信濃村)に それぞれ局所的に分布 してい

る(宮 沢,私 信)。本報告では野生植物を食草 としている

Hv(高 遠 町産), Hn(大 鹿村産), Hy(伊 那市産)の3種

個体群を,室 内飼育実験によって野生植物 とジャガイモ

での,雌 成虫生存率,1雌 あた り産卵数,未 成熟期(卵

から羽化まで)の 生存率などを調べ比較 した。

本文に入るに先だち,ご 指導いただいた信州大学農学

部森本尚武博士 と金沢大学理学部中村浩二博士に謝意を

表する。

材 料 と 方 法

1. 供試材料

実験に用いた個体群の採集地,採 集日および生息地の

概略をTable 1に しめした。3種 の個体群の うち,Hv

とHyは 筆者により,Hnは 安富(1975)に より発見さ

れた。それぞれの生息地では,食 草である野生植物が群

落を形成 し,ま とまって分布していた。HvとHnの 食

草はそれぞれ1種 類であるが,Hyは ルイヨウボタンと

ハシリドコロが混じりあっている生息地で,両 種を寄主

植物 として同時に利用 していた。Hvの ハ シリドコロ自

生地 と付近のジャガイモ畑 との移動交流にっいて調査 し

た結果,ハ シリドコロ自生地で2年 間に成虫ll9匹 にマ

ーキングしたが(1979年60匹 , 1980年59匹),ジ ャガ

イモ畑では1匹 も再捕されず,ハ シリドコロからジャガ

イモ畑への移動は確認されなかった。一方,ジ ャガイモ

畑のHv成 虫 にはマーキングしなかったため,ジ ャガイ

モ畑からハシリドコロへの移動 にっ いて は不 明であっ

た。しかし,ハ シリドコロ自生地でHvを 採集した1980

年5月13日 にはジャガイモはまだほとんど出芽 してお

らず,ジ ャガイモ畑でのHv成 虫初発見日が5,月20日

であったこと,お よび1979, 1980年 ともハシリドコロ

でHvの 生育完了が確認 されていることから,実 験に供

試 したHvは いままでにジャガイモを食草 として利用し

たことがなく,ハ シリドコロだけを寄主植物 としてきた

ものと考 えられる。Hnで はアザミ自生地付近にあるジ

ャガイモ畑で少数ながら常にHvと 混棲して いた。Hy

の生息地はジャガイモ畑 と最も離れてお り(約2.0km),

ジャガイモ畑でも1979, 1980年 ともHyは1匹 も発見

されなかった。以下に述べる成虫期 と未成熟期(卵 から

羽化まで)の 実験は,す べて1980年 に信州大学農学部

応用昆虫学実験室で,室 温 ・自然 日長条件下で行った。

1980年 の当地における実験期間中(4～9月)の 月別平均

気温は8.0, 14.1, 19.2, 20.8, 21.2, 17.3℃ であった(信

州大学農学部農場観測値)。

2. 成 虫の産卵

各個体群 とも4, 5月 にTable 1に しめした採集地で

産卵活動前の成虫を採集 し,雌 雄1対 ずつ,プ ラスチッ

クシャーレ(直 径9cm,高 さ4cm,ナ イ ロンゴースぶた)

に入れ,野 外で食草としている野生植物またはジャガイ

モのどちらかの葉をあたえた。 投与 した野生植物はHv

にはハシリドコロ,Hnに はアザ ミ,Hyに はハシリド

コロとルイヨウボタンで,全 個体群に投与 したジャガイ

モは大学構内圃場で栽培 した 「男爵」を用いた。シャー

Table 1. Origin and main characteristics of the materials examined

a) Approximate distance from the nearest potato field.
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レは毎 日点検 し,成 虫の生存状況と新 しく産みつけられ

た卵数を記録 した。 食草は1～2日 おきに新鮮なものと

交換 し,雄 が死亡 したら補充,雌 が死亡した時点で実験

を中止 し,雌 が生存中のものも9月30日 ですべて実験

を打ちきった。産みつけられた卵塊のうち,成 虫に1粒

もともぐいされていないものを別に取 り出し,卵 塊あた

り卵粒数(以 下卵塊サイズとする)と ふ化率を調べた。

実験に用いた成虫のそれぞれの生息地での越冬成虫の初

発見 日はHvが5.月6日,Hnが4月23日,Hyが4月

20日 であ り,実 験のために越冬成虫を採集 した時点で

は,成 虫は出現直後で各個体群ともまだ産卵活動に入っ

ていないと考えられるため,実 験開始 日(Table 1の 採

集 日と等しい)か ら初産卵 日までの期 間 を,産 卵前 期

間,初 産卵 日から最終産卵 日までを産卵期間とした。

3. 幼虫 ・蛹期生存率

成虫の飼育で得た卵塊からふ化 した幼 虫を10～12匹

ずつプラスチックシャーレ(直 径15cm,高 さ6cm,ナ

イロンゴースぶた)に 入れ,そ れぞれ成虫と同じ食草を

あたえて,生 存数を齢期ごとに毎日数え,幼 虫 ・蛹の発

育 日数,発 育斉一度および羽化率を調べた。食草は1～2

日おきに新鮮なものをあたえ,幼 虫が新葉に移動してか

ら古葉を除去 し,幼 虫の損傷を防いだ。

結 果

1. 産卵雌率 ・産卵数 ・卵塊サイズ

Table 2に 野生植物 とジャガイモをあたえた場合の3

種個体群の産卵雌率,1雌 あた り産卵数,卵 塊サイズを

しめした。

Hv:ハ シ リドコロで採集されたHvで は,産 卵雌率,

1雌 あたり産卵数,卵 塊サイズのいずれもが,ジ ャガイ

モで飼育した方が上回ってお り,1雌 あた り産卵数には

有意差が見られ,産 卵におけるジャガイモに対する受容

性はひじょうに高かった。

Hn:ア ザ ミで採集されたHnで は産卵雌率,1雌 あ

たり産卵数 ともアザ ミで飼育 したほうが高 く,1雌 あた

り産卵数には有意差があった。卵塊サイズはジャガイモ

で飼育 したほうが大きかったが,産 卵雌率 と1雌 あたり

産卵数からみて,産 卵におけるジャガイモに対する受容

性は低かった。

Hy:産 卵雌率には食草間の差はなかったが,1雌 あ

たり産卵数はジャガイモ,ハ シリドコロ,ル イヨウボタ

ンで飼育 した順に少なくなり,ル イヨウボタンとジャガ

イモの間には有意差があった。卵塊サイズは,ハ シリド

コロ,ジ ャガイモ,ル イヨウボタンの順に小 さくなった

がいずれの食草間にも有意差はなかった。Hvで 見 られ

たような,大 幅な産卵数の増加はなかったが,Hyで も

ジャガイモで飼育 した場合,い ずれの野生植物よりも1

雌 あた り産卵数が増加 しており,産 卵におけるジャガイ

モに対する受容性は高かった。

2. 雌成 虫生存率と産卵数の経時的変化

Fig. 1～3に3種 の雌成虫の生存曲線と日あた り産卵

数の推移をしめした。

Hv:ハ シ リドコロでは産卵前期間が25日,産 卵期間

は60日 で,産 卵期間中の日あたり雌あた り産卵数 は少

なかった(最 高3.9, 7月5日)。 ジャガイモでは産卵前

期間が13日 と半分に短縮 され,産 卵期 間は72日 にの

び,日 あたり雌あたり産卵数は,平 均7.0の 高 いレベル

が続いた。実験期間における雌成虫生存率は,ハ シリド

コロのほ うがやや高かった(Fig. 1)。

Hn:ア ザ ミ,ジ ャガイモとも産卵前期間(11, 11日),

Table 2. Comparison of the number of eggs laid per female and eggmass size in three Henosepilachna species 

reared on wild host plants and potato plant

a) Number of females examined was 20.

b) Number of eggs laid per female examined.

c) Number of eggmasses examined is indicated in parentheses.

Means followed by the same letters are not significantly different at 5% level.
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Fig. 1. Survivorship curve (dotted line) and ferti 

pattern (histogram, showing the number of eggs lad 
per female per day) of females of H. vigint
maculata reared on S. japonica (upper) and potao 

(below) under laboratory condins.

Fig. 2. Survivorship curve (dotted line) and fertility 

pattern (histogram, showing the number ofeggs laid 

per female per day) of females of H. niponica reared 

on thistle (upper) and potato (below) under labo-

ratory conditions.

産 卵 期 間(77, 75日)に 差 は な か っ た。 アザ ミで は産 卵

期 間 中,日 あた り雌 あた り産 卵 数 が平 均4.0で ほ ぼ一 定

して い た の に対 し(最 高7.2, 5月28日),ジ ャガ イ モ で

は 産 卵 期 間 後 半 に 増 加 した(最 高7.0, 7月16日)。 実 験

期 間 にお け る雌 成 虫 生 存 率 は,ジ ャ ガイ モ で は5%だ っ

た が,ア ザ ミで は40%と 高 か っ た。 アザ ミで の生 存 個

体 は8, 9月 は ほ とん ど摂 食 せ ず 休 眠 状 態 に あ り,二 度

目 の越 冬 をす る可 能 性 も示 唆 され た が,9月 で調 査 を打

ち切 っ た の で,実 態 は不 明 で あ っ た。 ジ ャ ガ イ モ で は5

月 下 旬 か ら生 存 率 が急 激 に低 下 した が,こ の期 間 に死 亡

した個 体 の ほ とん どは ま った く摂 食 せ ず,1卵 塊 も産 卵

しな い個 体 だ っ た。 こ の た め,ジ ャ ガ イ モ で は総 産 卵 数

は増 加 して い な い も の の,み か け上 産 卵 期 間 の後 半 に,

日あ た り雌 あ た り産 卵 数 が増 加 した(Fig. 2)。

Fig. 3. Survivorship curve (dotted line) and fertility pat-

tern (histogram, showing the number of eggs laid 

per female per day) of females of H. yasutomii reared 

on blue cohosh (upper), S. japonica (middle) and 

potato (below) under laboratory conditions.

Hy:産 卵前 期 間 は す べ て11日 で 食 草 間 の 差 はな か っ

た が,産 卵 期 間 は ジ ャガ イ モ(88日),ハ シ リ ドコ ロ(82

日),ル イ ヨ ウボ タ ン(69日)の 順 で あ っ た。 日あ た り

雌 あ た り産 卵 数 の 最 高 は,ル イ ヨ ウ ボ タ ン が5月18日

(最 高5.9),ハ シ リ ドコ ロが5月23日(同8.7),ジ ャ ガ

イ モ が5月18日(同6.0)で,す べ て産 卵期 間 の前 半 で

あ っ た 。 実 験 期 間 にお け る 生 存 率 は ジ ャ ガ イ モ(45%),

ハ シ リ ドコ ロ(25%),ル イ ヨ ウボ タ ン(20%)の 順 で あ

った 。 これ らの 生 存 個 体 の二 度 目の越 冬 の可 能 性 にっ い

て はHn同 様 不 明 で あ っ た(Fig. 3)。

3. 卵 か ら 羽 化 ま で の 発 育 期 間 と生 存 率

Table 3に 幼 虫 ・蛹 期 の発 育 期 間(卵 期 間 は未 調 査)と

Table 4に 卵 か ら羽 化 ま で の生 存 率 を しめ した。

Hv:発 育 期 間 は ジ ャ ガ イ モ で はハ シ リ ドコ ロ に く ら

べ,幼 虫 期 と蛹 期 の発 育 が短 縮 か つ 斉 一 化 す る傾 向 が 見

られ た(Tablc 3)。 ふ 化 率 は ジ ャ ガ イ モ の 方 が ハ シ リ ド

コ ロ よ り高 く有 意 差 が あ っ た。 幼 虫 ・蛹期 生存 率 は,ハ

シ リ ドコ ロ の ほ うが ジ ャ ガ イ モ よ り もや や 高 くな り,卵

か ら羽 化 ま で の生 存 率 で は食 草 間 に は っ き り した 差 は 見

られ な か っ た。 幼 虫期 の ジ ャ ガ イ モ に対 す る顕 著 な受 容

性 は しめ され な か った(Table 4)。

Hn:発 育期 間 は ジ ャガ イ モ で は ア ザ ミ に く ら べ 長 く

な り,個 体 間 の発 育 の ば らつ き も大 き くな っ た。 発 育 期

間 の延 長 は,1齢 幼 虫期 で最 も 大 き か った(Table 3)。

ふ 化 率,幼 虫 ・蛹 期 生 存 率 とも,ジ ャ ガ イモ は アザ ミよ
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Table 3. Comparison of the duration of immature stages (in days) of three Henosepilachna species reared on 

wild host plant and potato plant 

Means followed by the same letters are not significantly different at 5% level.

Table 4. Comparison of the survival rates from egg to adult emergence and rate of increase of three Henosepilachna 

species reared on wild host plant and potato plant 

a) Number of newly emerged females produced by an overwintered female.

Means followed by the same letters are not significantly different at 5% level.

りも低 く,幼 虫 ・蛹期生存率および卵から羽化までの生

存率には有意差があった(Table 4)。 ジャガイモではふ

化直後から,ま ったく葉を摂食 せず死 亡す る個体が多

く,幼 虫期のジャガイモに対する受容性は低かった。

Hy:発 育期間はルイヨウボタンで最 も長く,ジ ャガ

イモ,ハ シリドコロのいずれ とも有意差があり,そ の差

は1齢 幼虫期が最 も大きかった。ハシリドコロとジャガ

イモの間には,発 育期間の差は見 られず,両 者 とも発育

のばらっきは小さかった(Table 3)。 ふ化率はルイヨウ

ボタン,ジ ャガイモ,ハ シリドコロの順に低 くなり,ル

イヨウボタンとハシリドコロの間には有意差があった。

幼虫 ・蛹期生存率および卵から羽化までの生存率には,

3種 の食草間ではっきりした差は見られなかった(Tablc 

4)。 ジャガイモはルイヨウボタンにくらべ,幼 虫期間の

短縮に効果がみられたが,生 存率の点では野生植物 との

間にはっきりした差がなく,Hyで はジャガイモに対す

る顕著な受容性はしめされなかった。

4. 世代 あたり増殖率

越冬成虫による産卵から新成 虫の羽化 まで を通して

の,ジ ャガイモに対する受容性を総合的に評価するため

に,羽 化成虫の性比をすべて1:1と みなして,世 代あた

り増殖率(雌 成虫1匹 あたりの次世代雌成虫数,以 下増

殖率 とする)を 以下のように定義 した(Table 4)。

増殖率=(1雌 あたり産卵数)×(ふ 化率)

×(幼虫 ・蛹期生存率)×0.5

Hv:ジ ャガイモでの増殖率はハシリドコロに くらべ

約6倍 も増加 した℃これは1雌 あたり産卵数の差が最 も

大きく,次 いでふ化率の差が影響 したもので,幼 虫 ・蛹

期生存率の差は最も小さかった。

Hn:ジ ャガイモでの増殖率はアザミに くらべ約6分

の1に 減少した。これは1雌 あた り産卵数の差が最も大

きく,次 いで幼虫 ・蛹期生存率の差が影響 したもので,

ふ化率の差は最 も小 さかった。

Hy:ジ ャガイモでの増殖率はハシリドコロ,ル イヨ

ウボタンのいずれの野生植物 よりも約2倍 増加 した。ル

イヨウボタンとジャガイモの問では,1雌 あたり産卵数

の差が最 も大きく,次 いで幼虫 ・蛹期生存率が影響 し,
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ふ化率は影響 しなかった。ハシリドコロとジャガイモの

問でも,1雌 あたり産卵数の差が最も大きく,次 いでふ

化率の差が影響 し,幼虫 ・蛹期生存率は影響 しなかった。

考 察

近縁な種間関係にあるグループのなかで,A種 が害虫

化し,一 方,B種 が害虫化 していないとき,そ の違いを

知るためには,さ まざまな要因について考えなければな

らない。 とくにA, B両 種 が同じ地域に生息 していると

き,両 種の寄主植物適合性,寄 主植物 と発生時期 との同

調性,増 殖能力のちがい,同 じ餌資源(こ こではジャガ

イモ)を めぐっての種間競争などを比較 しなければなら

ない。寄主植物適合性に限ってみても,室 内実験におい

て数種の食草を選択させた場合 と,1種 類 の食草を強制

的に摂食させた場合とで得られる結果は異なることも考

えられる(片 倉ら,1977)。 本報では,現 在,野 生植物

のみを寄主植物 として生活史を完了 しているHv群 の

3種 個体群にそれぞれジャガイモを強制的にあたえて,

1雌 あたり産卵数,産 卵期間,未 成熟期生存率などを調

べ,も しこれらの個体群が野生植物からジャガイモに寄

主転換する機会があった場合,そ の第1世 代のジャガイ

モに対する受容性がどの程度にな るのか を明 らかにし

た。寄主植物と発生時期の同調性,種 間競争,条 件づけ

による寄主選好性の変化などを含めた寄主適合性に関す

る総合的な検討は今後の課題である。

Hv:ハ シ リドコロを寄主植物 としていたHvに ジャ

ガイモをあたえると,1雌 あたり産卵数とふ化率が大幅

に増加 し,世 代あたり増殖率は約6倍 になった。このこ

とから産卵前期間および産卵期間中にジャガイモを食草

とした場合,ジ ャガイモ葉に含まれている植物成分の質

的あるいは量的要因によって,ハ シ リドコロにくらべて

1雌 あたり産卵数の増加および産まれた卵塊のふ化率の

増加がおこるものと考えられた。さらにジャガイモ飼育

では,産 卵雌率の増加,卵 塊サイズの増加,産 卵前期間

の短縮,産 卵期間の延長なども見られ,幼 虫 ・蛹期でも

発育 日数の短縮 と発育の斉一化が見 られたことから,ジ

ャガイモは,世 代を通 して好適な食草であるといえる。

伊那地方においてはHvの 出現期および産卵時期がジャ

ガイモの栽培時期(5月 下旬～8月 上旬)と よく一致し

ており,今 回の実験結果 とあわせて考えると,ハ シ リド

コロを寄主としていた個体群が,ジ ャガイモを寄主とし

て利用する機会があった場合は,そ の第1世 代からジャ

ガイモに対 し高い受容性をもち,ジ ャガイモ畑へ分布を

広げてゆく可能性がしめされた。わが国で広 くジャガイ

モ栽培が始 まったのは約100年 前 であり(KATAKURA, 

1975),現 在,伊 那地方のジャガイモ畑に分布 している

Hvの 一部も,以 前はハシリドコロを寄主としていた個

体群が,ジ ャガイモに寄主転換 したものと考えられる。

伊那地方では,野 生植物を寄主として生育を完了してい

るHv個 体群は,本 報告のハシリドコロの例 しか知られ

ていないが,ハ シリドコロは6月 下旬から7月 上旬に自

然枯死するため,Hvに とって安定した寄主植物 とはい

えず,ハ シリドコロ以外にもHvが 生育完了している野

生植物があるものと考えられる。北海道ではKATAKURA 

(1975, 1981)の 詳 細な調査によって ジャガイモ以前 の

Hvの 寄主植物 としてミヤマニガウリとマルバ ノホロシ

が確認 されているが,本 州では,は っきりわかっておら

ず,Hvの ジャガイモ畑への進出の過程を知るためには,

野生寄主植物の詳細な調査が必要であろう。

Hn:ア ザ ミを寄主 としていたHnに ジャガイモをあ

たえると,1雌 あた り産卵数と幼虫・蛹期生存率が大きく

減少 し,世 代あたり増殖率は6分 の1以 下になった。産

卵雌率 も低 く,ま ったくジャガイモを摂食せず死亡する

成虫や1齢 幼虫が多いこと,幼 虫期の発育期間も長くな

るなど,ジ ャガイモはアザミにくらべて,世 代を通して

不適な食草であった。伊那地方では,Hn個 体群の発生

消長はジャガイモの栽培時期 と一致しているが,そ れ以

上にアザ ミの生育時期 とよく一致 しており,ア ザミは4

月 から10月 まで利用できる安定した寄主植物である(白

井,1981)。 これと今回の実験結果を合わせて考えると,

アザ ミを寄主 とする本個体群が,ジ ャガイモに飛来する

機会があっても,食 草 としての好適性が低 く,ジ ャガイ

モ畑に定着 して分布を広げてゆく可能性は低いとみられ

る。

Hy:ル イ ヨウボタンとハシリドコロを寄主 としてい

たHyに ジャガイモをあたえると,世 代あたり増殖率は

約2倍 に増加 した。これは1雌 あたり産卵数による差が

最も大きく,次 いでルイヨウボタンとジャガイモの間で

は幼虫 ・蛹期生存率による差が,ハ シリドコロとジャガ

イモの問ではふ化率による差が影響 した。 さらに,ジ ャ

ガイモでは2種 の野生植物にくらべ産卵期間の延長,幼

虫発育期間の短縮が見 られたことから,ジ ャガイモは産

卵と幼虫の発育にとって好適な食草 といえる。伊那地方

ではHyの 出現時期は3種 のHv群 の中で最 も早 く,5

月上旬から中旬に成虫数が最大になるが,本 種の採集地

の伊那市南沢付近でジャガイモが出芽するのは5月 下旬

であり,ジ ャガイモを産卵のために利用することは時期

的にかなり困難である。したがってHyが ルイヨウボタ
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ンやハシリドコロの自生地からジャガイモ畑に飛来し,

定着 して分布を広げてゆく可能性は少ないものと考えら

れる。 しかし,4月 上旬にジャガイモが出芽,展 葉する

伊那地方の最南部では,ジ ャガイモを産卵に利用でき,

ハ シリドコロやルイヨウボタンからジャガイモへ寄主転

換できると考えられ る。Hyで はジャガイモを食草 とし

ても,ハ シリドコロを寄主としているHvの よ うに,1

雌あたり産卵数や世代あたり増殖率が大幅に増加 しなか

ったが,こ れはHy本 来 の繁殖力(と くに1雌 あたり産

卵数)がHvに くらべて低いか,あ るいはジャガイモに

食草転換した第1世 代では,ま だ十分にジャガイモに対

し受容性を獲得していないためと考えられる。

摘 要

長野県伊那地方に分布するオオニジュウヤホシテント

ウ群のうち,野 生植物を寄主として生育を完了している

3種 の個体群に,本 来の寄主植物 と栽培植物のジャガイ

モを別々にあたえて飼育 し,産 卵雌率,1雌 あた り産卵

数,卵 塊サイズ,産 卵前期間,産 卵期間,卵 から羽化ま

での生存率,幼 虫 ・蛹期の発育 日数,お よび世代あたり

増殖率を比較 した。

ハシリドコロを寄主 とするオオニジュウヤホシテント

ウをジャガイモで飼育すると,ハ シリドコロにくらべ,

世代あたり増殖率は約6倍 に増加 した。これはおもに1

雌 あたり産卵数の増加によるものであった。ふ化率の増

加,産 卵期間の延長,幼 虫発育期間の短縮 もみられ,成

虫 ・幼虫期を通 して,ジ ャガイモに対 し高い受容性 をし

めした。

アザ ミを寄主 とするヤマ トアザミテントウをジャガイ

モで飼育すると,ア ザミにくらべ,世 代あたり増殖率は

約6分 の1に 減少 した。これは1雌 あたり産卵数の減少

と幼虫期生存率の低下によるものであった。幼虫発育期

間も長 くなり,成 虫 ・幼虫期 を通 して,ジ ャガイモに対

する受容性は低かった。

ルイヨウボタンとハシリドコロを寄主とするルイヨウ

マダラテン トウをジャガイモで飼育すると,2種 の野生

植物にくらべ,世 代あたり増殖率は約2倍 に増加した。

これはおもに1雌 あたり産卵数の増加によるものであっ

た 。 幼 虫 か ら羽 化 ま で の 生 存 率 の 差 は 小 さ く,産 卵 に 関

して の み,ジ ャ ガ イ モ に 対 し高 い 受 容 性 を し め し た 。
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